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書評
竹信三恵子著
『家事労働ハラスメント 
　―生きづらさの根にあるもの』
（岩波書店　2013年）
坂東　眞理子
　家事、介護・看護、育児など社会的活動に使った時間は、
社会生活基本調査をもとにした内閣府経済社会総合研究所が
行った貨幣評価の推計によれば 138.5 兆円程度（平成 25 年 6
月）。そのうち女性の担う家事は 77.5 兆円と推計されている
（機会費用法による）。家事は無償労働で、重要な労働である
のに対価がなく、報酬に結びつかない。この本はその課題に
真摯に取り組んだ問題提起の書である。著者は長い間、朝日
新聞の記者として女性と労働の問題を追い続け、鋭い取材と
筆力と分析力で卓越した実績を上げてきたが、この本は東日
本大震災の被災地の取材から始まり、非正規化が進む女性労
働者、ケア労働の低賃金労働者、シングルファーザー、そして海外の取り組みにまで目配
りして書かれている。なぜ女性たちは能力も意欲もあるのに職場で正当な評価と報酬が得
られていないのか。著者はその答えは家事への蔑視であるとする。家事労働を貶めて、労
働時間の設計から家事労働を排除し、家事労働に携わる働き手を忌避し、買いたたく。こ
うした行為を著者は「家事ハラスメント」と名付け、多くの女性の貧困と生きづらさを生
み、女性だけでなく家事を担う人たちの生きづらさと貧困をも招き寄せる元凶だとしてい
る。さらに女性が家事をするべきだという社会的刷り込みが、有償労働の場で女性が男性
と対等な処遇を得ることを困難にする。女性が家事を引き受けるという前提の下で、男性
の長時間労働や転勤などの働き方が決定され、多くの女性は男性並みのキャリアを追求し
ようとすると、結婚・育児との両立は困難になる。
　私はかつて固定的性別役割分担が諸悪の根源と指摘した国際婦人年の「世界行動計画」
に出会ったとき、それまでの疑問に形を与えられて得心がいった。著者は北京会議で採択
された「行動綱領」の中で「女性だけが無償労働を担うことになっている結果、女性は経
済力を失い社会的発言力をそがれてしまう。無償労働と女性の貧困の関係を調べる統計の
整備が必要」だと謳われていたことで、見えない労働に名前が与えられたとして感銘を受
けている。きっとこの本を読んで、なぜケア労働の対価が低いのか、なぜ女性の非正規化
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がこれだけ蔓延したのかという疑問への答えを見出す人も多いだろう。
　家事労働のうち育児や介護のような福祉的労働は個々の家庭だけでは背負いきれないこ
とが広く認識されるようになり、育児や介護も社会化が始まりつつある。とりわけ少子
化・人口減を憂慮する世論によって政府も育児休業や時短の制度化を進め、保育施設の増
大を図り、結果として女性たちが出産後も勤続できる環境が整えられつつある。介護も介
護保険制度が生まれ、家庭の外で専門家が有償で行う部分が増えている。しかし、介護労
働者や保育士の労働条件は低く、掃除、洗濯、調理、後片付けといった家事時間は相変わ
らず長く、それを担当する女性が男性並みに働くことを妨げている。両立のために体を壊
したり、仕事を辞めてしまう女性が多いのも、家事や育児・教育との両立のためにパート、
非正規雇用につかざるを得ない女性が多いことも現実であるが、変化の兆しはみえる。
　家事は 1 世代前に比べ様変わりしている。（2013年 8 月昭和女子大と女性文化研究所の
シンポジウムで明らかになったように）1950年代に女性の家事の大きな部分を占めてい
た裁縫は今やほぼ完全に家庭の外に出されている。洗濯も洗濯機の普及と高度化、クリー
ニングにより大幅に軽減された（それでもゼロではないが）。今現在、食事は外食と加工
食品の普及、お弁当やお惣菜の充実によって急速に家事の王座から降りようとしている。
アメリカや中国がそうであるようにお昼はもちろん、夕食、朝食も外食や持ち帰り食品で
済ます方向になっている。かわって保育園の送り迎え、デイケアセンターの予約のような
福祉や教育の管理の比重が高まり、衣服の管理、子供たちの世話など管理労働が家事の中
心をしめつつある。こうした管理的家事は男女ともに分担が可能であり、現に独身の男女
は自分でこなしている。オランダや北欧などの労働時間の規制や処遇の格差是正のような
政府の取り組み、アメリカのように男性の分担の増大などはぜひ日本でも必要だろう。同
時に日本独自の対応策として、夫婦だけでなく、双方の両親や地域社会などの健康な高齢
者を巻き込むことも進めるべきである。
　今後の知識基盤社会において男女の労働時間の短縮は心身の健康を維持するうえで大事
であるばかりではなく労働生産性を上げるためにも不可避である。著者が指摘するように
家事を担う労働者の現実は重く、深刻であるが、だからこそそれに負けず自分の身の回り
の夫などの家族に働きかけることをあきらめず、小さな変革を重ねていくよりほかないと
私は考える。
　「女性は男性と全く同じように働くことができる、もし家政婦を雇うことができれば」
かつてインド系アメリカ人の女性経営者が言った言葉を思い出す。家事労働をどう位置づ
けるか、新たな課題を考えるきっかけになるだろう。
（ばんどう　まりこ　大学院生活機構研究科教授　女性文化研究所所長）
